
タライに氷を用意すると「なんだろう？」と覗いたり手を伸ばしたりして興味を示

す子どもたち。保育士が氷を手に取って見せると、同じように氷に触れ「冷たい！」

と感触を言葉にしたり、カップに入れたりと思い思いに遊んでいます。

様々な感触遊びをすることで、冷たさやツルツルとした感触等を五感で感じ取り、

手先の感覚を豊かに育む経験となっています。また、繰り返し遊ぶ中で「なんだろ

う？」と自ら手を伸ばして確かめようとする「探索意欲」や自ら夢中になって遊ぶ「好

奇心」が育っています。

冷たくて 気持ちいい！


